
Detector Characterization ミーティング（２月２４日金）
アナウンス
• メールングリストへの追加
現在のメンバーは端山、麻生、神田、宗宮、新谷、宮川、苔山、我妻、廣瀬、大前、須佐
他は？
• Virgo data characterizationの論文がLVCで回覧されている。

• 他に報告などがあればお願いします。



干渉計診断について（宗宮）

LIGO detchar structure （苔山）
資料は
http://gwdoc.icrr.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/private/DocDB/ShowDocument?
docid=875

環境モニターの選定状況について
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detcharシステム構築進捗状況（端山）
直近の計画（天文台デジタルシステムでの開発）
o DGSに親和性の高いdetchar systemを導入する。
o DTTを用いてシミュレーション信号の作成とそれを用いた各モニターツールの動作確
認。
o detchar結果のオンラインモニタリング。

GDS(Global Diagnostics System)の構築 
http://www.ligo-wa.caltech.edu/gds/
 GDSはon-lineバージョンとoff-lineバージョンがあり、on-lineの方は主にモニタールームで
干渉計制御、診断、オンライン解析に用いられるソフトウエアである。ソフトウェアは大
きく分けて2つの枠組みに分かれており、一つはデジタルシステムによる干渉計制御を行
うDTT (Diagnostics Test Tool)、もう一つは各種チャンネル信号からのデータを解析、モニ
ターした り、オンライン解析、キャリブレーションを行うDMT(Data Monitoring Tool)であ
る。DTT、 DMTともに同じROOTの上に構築される。

現デジタルシステムに導入されているgdsはDMTが入っていない状態なので、DMTを加え
た状態でインストールし直した。現バージョンが2.15.0なので、それと同じものをインス
トールした。 
ソースからのコンパイルが終わり、動作確認を待っているソフトウェア（別資料）
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Stanからのメール

山本（Caltech）さんからの資料（K. Riles）


